
▲『国指定重要文化財 風返稲荷山古墳出土品』（かすみがうら市歴史博物館所蔵）
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※ 賛成は○・は反対◆・不在は／・除斥は除・表決権を行使しないは棄で記載
※ 小座野議員は議長職のため、特別多数決以外の議案については本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載
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議決結果

３ かすみがうら市個人情報の保護に関する
法律施行条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

４ かすみがうら市情報公開・個人情報保護
審査会条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

５ かすみがうら市審議監の設置等に関する
条例の制定について 棄 棄 ◆ ◆ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ － ○ ○ 否　　決

（賛成少数）

６ かすみがうら市長等の政治倫理条例の制定
について 議案審査特別委員会での審議の結果、継続審査となりました。

７ 督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

８

かすみがうら市産業活動の活性化及び
雇用機会の創出のための固定資産税の
特例措置に関する条例及びかすみがう
ら市企業立地促進条例の一部を改正す
る条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

９      
かすみがうら市放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

10
かすみがうら市家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

11
かすみがうら市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

12 かすみがうら市子ども・子育て会議条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

13 かすみがうら市国民健康保険条例の一部
を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

14
かすみがうら市歴史博物館の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

15
かすみがうら市水道事業及び下水道事業
の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

16
かすみがうら市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

17 令和４年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第14号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

18 令和４年度かすみがうら市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

19 令和４年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

20 令和４年度かすみがうら市介護保険特別
会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

21 令和５年度かすみがうら市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

令和５年第1回定例会提出議案

令和５年第１回定例会議案等議決結果一覧

氏　名　　　

　　　件　名

　令和５年第１回定例会が、３月３日から３月24日までの22日間で開催されました。今定
例会では、総額を181億4800万円とする令和５年度一般会計予算など、議案31件、承認１件、
発議５件を慎重に審議しました。
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議決結果

22 令和５年度かすみがうら市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ◆ ○ 原案可決
（賛成多数）

23 令和５年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ 原案可決
（賛成多数）

24 令和５年度かすみがうら市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

25 令和５年度かすみがうら市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

26 令和５年度かすみがうら市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

27 財産の貸付けについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

28 公の施設の広域利用に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

29 町の区域の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

30 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決
（全会一致）

31 かすみがうら市副市長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 同　　意
（全会一致）

32 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 同　　意
（全会一致）

33 人権擁護委員の候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 適　　任
（全会一致）

（前ページからのつづき）

　　　件　名

氏　名　　　

1
専決処分事項の承認を求めることについ
て（令和４年度かすみがうら市一般会計
補正予算（第13号））

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 承　　認
（全会一致）

【承　認】

【委員会発議】

１ かすみがうら市議会の個人情報の保護
に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

２ かすみがうら市議会委員会条例の一部
を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 原案可決

（全会一致）

【議員発議】

１ かすみがうら市議会政治倫理条例に関
する調査特別委員会の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ◆ ○ 採　　択

（賛成多数）

２ かすみがうら市議会議員政治倫理条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 修正可決

（全会一致）

３ 霞台厚生施設組合負担金に係る調査特
別委員会設置に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 採　　択

（全会一致）
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施政方針に対する質疑

▲千代田PA周辺

市長の施政方針に対する質疑
購入した稲吉南二丁目の約２万8000平方メートルの土地の利活用について伺います。
当該地につきましては、中心市街地地区都市構造再編集中支援事業に位置づけ、国の補助金を活
用し、整備する方向で検討しております。親子で楽しめる公園やくつろぎと語らいの公園などをイ
メージするにぎわいのある公園などを、現在のところ候補とさせていただいておりますが、民間等
の活力を有効に生かしたよりよい提案や方法等があれば検討させていただきたいと、柔軟に考え
ております。

（仮称）千代田パーキングスマートインターチェンジの展望について伺います。
市として主体性を持ち、戦略的に企業を誘致していかなけれ
ばならないと考えております。例えば、地場産業との連携を
視野に入れて誘致することや、進出企業の継続的な成長を支
援する仕組みづくり、そしてニーズに合った産業用地開発に
向けた手続等を整理してまいりたいと考えております。また、
地域にとっては経済的にも人流としても、新しい流れができ
るということですので、これを契機に新しい産業、新しい誘
客、そういった対策を講じて地域を活性化させていきたいと
思います。

農林水産業の発展に向けた具体的な支援方法について伺います。

有害鳥獣対策に係る猟友会との協力について、具体的な対策を伺います。

過疎地域持続的発展計画における過疎債を用いた具体的な展開施策について伺います。

農林水産業の発展を図るためには、生産者への継続的な支援をはじめ、担い手の確保と育成を重
視していく必要があります。特に、基幹産業である農業の担い手については、農業を営もうとする
青年等に対し、それぞれの青年等就農計画の作成を促し、就農相談から就農、経営定着の段階まで、
農地中間管理機構や農業改良普及センター及び農業協同組合等と連携し、きめ細やかに支援する
体制を構築しております。また、地域特性を踏まえ、果樹生産の振興に関しては、農業研修生の
受入れ農家に対する支援や、経営継承の合意締結祝い金及び農業継承者に対する準備資金の支給
を継続して行ってまいります。
関連して、中志筑地区において梨の大規模生産事業計画が進行しており、参入企業によって約10
ヘクタールの梨園が令和５年度までに整備される予定で、茨城県や所管土地改良区と連携した支
援を行っております。

本市の猟友会会員の協力を得て行っております有害鳥獣捕獲事業は、会員の中から捕獲隊として
選抜された隊員が、市からの依頼により実施しております。
内容としましては、鳥類は銃器による捕獲及び適正処理、そしてイノシシについては、箱わな、く
くりわなの設置、見回り、維持管理、捕獲、適正処理となります。千代田地区においては、イノシ
シ捕獲箱わなの餌をアライグマやハクビシン等の小動物に食べられてしまう被害が多く発生して
おり、令和５年度予算においては、小動物の一連の処理に対する経費を計上させていただいてお
ります。また、カラスの捕獲事業委託についても被害が多く、委託回数を１回増やしております。
猟友会の皆さんのご協力は不可欠ですが、会員の減少や高齢化の問題があります。石岡や土浦も
同じ課題を抱えておりますので、広域連携なども視野に入れながら取り組んでいきたいと考えて
おります。

ソフト事業は霞ヶ浦地区のスクールバス運行事業です。また、ハード事業につきましては一部市
道改良工事、舗装補修工事、道路排水整備工事です。これらの事業に過疎対策事業債、合計１億
2510万円を活用する予定です。現在、地域としての課題がクローズアップされたような状況になっ
ております。過疎地域持続的発展計画は、今後の地域の再興に向け、有効な起債である過疎債を様々
な事業に利用できるように策定しました。地域をよく知っている方のお知恵もいただきながら、持
続的発展につながるような事業に活用していきたいと考えております。
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令和５年第１回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（３月９日、10日、14日、15日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額から、それぞれ６億2738万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を、そ
れぞれ204億8720万５千円とするものです。

【議案の概要】
　下水道事業の収益的収入支出予算をそれぞれ13億9886万5千円、資本的収入予算を7億3361
万1千円、資本的支出予算を10億1048万5千円とし、不足する収入額を過年度分損益勘定留保金
等で補填するものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額を、それぞれ181億4800万円とするものです。

６億2738万８千円の減額の主な内訳は

内水浸水想定区域図作成業務委託とは

ふるさと起業家創出プロジェクト補助金とは

地域力創造推進プロジェクト運営業務委託について、空き家対策における空き家バンクとの差別化は

通学定期券購入費助成金終了に対する高校生や大学生へのフォローは

主な内訳は、複合交流拠点施設等用地取得費の差額で9583万９千円、複合交流拠点等実施設計
業務委託の整備内容変更による7370万円、それに伴う交通安全照明施設設置工事見直しで8638
万１千円の減額。児童手当、市内認定こども園給付費、子ども・子育て支援交付金は対象数の見
込みからそれぞれ4315万円、3000万円、2597万４千円となります。

１時間当たり153ミリという最大規模の大雨を想定し、雨水排水が排水路などの雨水排水施設の排
水能力を超えるため、排除できない雨水により土地や建物が浸水する区域を、内水浸水想定区域
図として作成する業務委託となっております。

地域経済の活性化や地域課題の解決を図るために、地域経済の活性化等に資する事業を立ち上げる
起業家、起業または新規事業展開に対して、市がクラウドファンディング型ふるさと納税を活用して、
事業支援と補助を行う事業です。資金調達が目標に達しなくても、事業を実施することを条件として、
予算200万円の範囲内で対象経費の４分の３以内を資金調達目標と設定し、それを上限に、クラウド
ファンディング型ふるさと納税で集まった寄附金の全額を補助金として交付するものです。

居住用として登録する空き家バンクとは別に、地域おこし協力隊や、地域力創造アドバイザー、
企業人といった外部人材に現状を見ていただいて、空き家をビジネスとして使うことで解消・活
用につなげていこうという狙いの事業です。つまり、掘り起こした空き家を自らがビジネスとして
使ってもらうという、活用もセットとした事業で考えております。

当初は移住定住促進で始めたものでしたが、それも絡めてより若い世代への子育て支援が大事で
はないかということになりました。子どもが生まれるときや、子どもが学校に入るときなどに、う
ちの市は良いのだということを分かってもらうべきではないかということで、保育所の無料化や、
中学生の自転車の補助金といった、対象をより若い世代にしたという経過があります。たしかに高
校生とか大学生の支援も非常に有効なことだと思いますので、今後研究の必要を感じています。

議案審査特別委員会議案質疑

議案第17号　令和４年度かすみがうら市一般会計補正予算

議案第26号　令和５年度かすみがうら市下水道事業会計予算

議案第21号　令和５年度かすみがうら市一般会計予算



6KASUMIGAURA

政
治
倫
理

かすみがうら市議会
政治倫理条例を制定しました

令和５年第１回定例会時に、かすみがうら市
議会政治倫理条例に関する調査特別委員会を
設置し、委員会での厳正な審議の結果、本会
期中に本条例が可決されました

政治倫理条例とは、議員が自らの利害のために便宜を図ることがないように、自らが
崇高な倫理観を持つことで、市民の皆様からの積極的な信頼を獲得することを目的とし
て、自らが定めるものです。
令和４年第４回定例会において、議案第61号で、かすみがうら市政治倫理条例の制定
について提案されましたが、市長等と議員の一体型のもので、あまりに性急で、議会に
おいて調査・研究する時間がなかったため、賛成少数で否決となりました。
政治倫理条例の制定状況については、全国の自治体数が1718市町村あるうち、679市
町村で政治倫理条例が制定されておりました。茨城県内では、44市町村のうち37市町村
で制定されており、県南地域では、かすみがうら市を除き全ての市町村で制定されてお
りました。
その後、かすみがうら市の議会議員選挙において、政治倫理条例案に対する賛成、反
対を巡る激しい動きがあり、市民の皆様の多くが知るところとなりました。
そこで、改選後の新しいメンバーで発足した議会において、市議会での議員提案によ
り、政治倫理条例制定を前提として調査・研究する調査特別委員会を設置し、制定自治
体の実態調査や先進事例の研究、市民の意見聴取など必要な調査を行うべく厳正な審議
を行ったところ、本会議において全会一致による条例制定という成果に至りました。
制定した本条例を遵守することで、市民の皆様の期待に一層応えていきたいと考えて
おります。

議員発議第２号
かすみがうら市議会政治倫理条例の制定について

特  　  　  集
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霞台厚生施設組合負担金に係る
調査特別委員会を設置しました

令和５年第１回定例会時に、霞台厚生施設組
合負担金に係る調査特別委員会設置が決議さ
れました。閉会後も継続審査を行ってまいり
ます。

本市は、霞台厚生施設組合負担金のうち霞台厚生施設組合旧施設の解体・処分費について
は負担できない旨を主張しております。当該費用負担の承認は正副管理者会議の合意のみで、
その決定を補完する法的手続きがなされていない状況下で負担義務を負うことは、適当では
ないとの判断によるものです。
住民監査請求に基づく監査結果においても、同様の趣旨のもと『霞台厚生施設組合旧施設
解体に関する経費は石岡市及び小美玉市がすべて負担すべきものであり、かすみがうら市が
当該負担金を支出する行為は地方財政法第28条の２をはじめ地方財政法全体の趣旨に抵触す
るとともに、地方自治法232条に違反するものである。』との決定がなされております。
こうした中で、令和５年３月２日付けで霞台厚生施設組合から、かすみがうら市長宛に当
該費用負担金に係る催告書を送付したとの連絡が、かすみがうら市議会議長宛にありました。
このような由々しき事態は本市議会でも看過できないと考え、ここに至った経緯等を詳

つまび

ら
かにした上で、積極的に事態の打開にあたっていく必要があると思われることから、霞台厚
生施設組合負担金に係る調査特別委員会の設置が決議されました。
事態の打開に充分な調査を行うため、令和５年第１回定例会閉会後も委員会を継続してま
いります。

議員発議第３号
霞台厚生施設組合負担金に係る
調査特別委員会設置に関する決議

▲市議会ホームページ
　QRコード

かすみがうら市議会ホームページで
は、開かれた議会を目指し、さまざ
まな情報を発信しています
本会議の生中継や録画放映、会議録など、市議会の情報を多数
発信しております。
スマートフォンにも対応しております。ぜひご覧ください。

発
信
中
！
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総

務

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

令
和
５
年
２
月
20
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
３
月
８
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
２
月
21
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
２
月
22
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
５
年
３
月
８
日
開
催
の
調
査
内
容

●
令
和
５
年
度
行
政
組
織
機
構
の
一
部
見
直
し

（
案
）
に
つ
い
て

●
（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
長
等
の
政
治
倫
理
条
例
の

　
制
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
審
議
監
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
請
願
第
１
号
「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

　
求
め
る
請
願
書
」
に
つ
い
て

●
下
稲
吉
中
学
校
区
学
校
給
食
施
設
整
備
及
び

　
市
内
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
屋
内
運
動
場

　
空
調
機
整
備
に
つ
い
て

●
市
内
小
中
義
務
教
育
学
校
の
２
学
期
制
の
導
入

に
つ
い
て

●
旧
志
士
庫
地
区
第
１
公
民
館
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
地
域
福
祉
計
画（
第
４
期
）（
案
）

●
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
に
つ
い
て

●
神
立
駅
西
口
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

事
業
計
画
の
変
更
（
第
５
回
）
に
つ
い
て

●
上
下
水
道
部
の
設
置
に
つ
い
て

●
水
道
事
業
広
域
連
携
に
つ
い
て

●
逆
西
調
整
池
整
備
に
つ
い
て

●
議
案
第
30
号
「
市
道
路
線
の
認
定
」
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎　委員会室】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎　委員会室】

▲市道認定箇所の現地調査
　【稲吉五丁目地内】
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複
合
交
流
拠
点
施
設
等
整
備
計
画
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

廃
校
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２４３

▲旧七会小学校

佐藤　文雄 議員

　
廃
校
の
利
活
用
は
全
国
的
で
あ
り
、
近
年
は
創
業
支
援
の
た
め
の
オ

フ
ィ
ス
や
地
元
特
産
品
の
加
工
工
場
な
ど
、
用
途
は
様
々
で
す
。
本
市
は
千

代
田
地
域
で
は
果
樹
栽
培
や
果
樹
観
光
、
農
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
霞
ヶ
浦
地

域
に
お
い
て
も
水
産
業
、
水
産
物
加
工
業
が
盛
ん
な
資
源
の
豊
富
な
地
域
で

す
。
今
後
、（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
も
鑑
み
て
、
廃
校
利
活
用
の
ひ
と
つ
に
是
非
「
か
す
み
が
う
ら

市
な
ら
で
は
の
道
の
駅
」
の
整
備
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
、お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
　
議
員
か
ら
ご
提
案
の
「
道
の
駅
」
整
備
に
つ
い
て
は
、
観
光
振

興
や
地
元
物
産
販
売
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。中
で
も
旧
七
会
小
学
校
や
旧
上
佐
谷
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
く
、「
道
の
駅
」
に
は
最
適
な
場
所
と

も
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
廃
校
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ら
の
可
能
性
も
含
め
、
よ
り
よ
い
活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
の
発
掘
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
の
に
有
効
な
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
で
す
が
、
開
発
支
援
補
助
金
等
や
本
市
の
魅
力
あ
る
資
源
を

最
大
限
に
い
か
し
て
、
寄
附
額
を
こ
れ
ま
で
の
倍
、
２
億
円
を
め
ざ
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、お
伺
い
し
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
理
事
　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
寄
附
に
よ
る
財
源
増
加

や
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
地
域
産
業
の
発
展
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
経
済
効
果
は
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
議
員
ご
指

摘
の
と
お
り
、
寄
附
額
を
よ
り
増
や
せ
る
よ
う
、
更
な
る
市
内
地
場
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
拡
充
、
謝
礼
品
の
新
規
開
拓
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
魅
力
が
よ
り
伝
わ
る
謝

礼
品
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
調
査
・
研
究
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

久松　公生 議員

　
２
０
１
７
年
に
は
小
・
中
学
校
と
も
学
校
給
食
を
無
償
化
し
た
自
治
体

は
76
自
治
体
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
２
２
４
自
治
体
に
増
加
し
、
５
年
間
で

３
倍
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
を
優
先
す
る
順
位
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が

問
題
だ
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
長
　
給
食
の
こ
と
を
考
え
る
場
合
に
は
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
だ
け

で
は
な
く
て
、
質
的
な
内
容
の
充
実
と
か
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
併
せ
ま
し
て
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
て
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
早
く
、
少
し
で
も
多
く
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
18
歳
ま
で
の
均
等
割
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
伺
う
。

　
市
長
　
少
子
化
の
背
景
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
子
育
て
世
帯
に
お
け
る

負
担
軽
減
は
、
本
市
だ
け
の
課
題
で
な
く
、
全
国
的
に
も
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
一
助

と
す
べ
く
、
引
き
続
き
全
国
市
長
会
を
通
じ
、
国
へ
の
支
援
対
象
及
び
財
政

措
置
の
拡
充
に
係
る
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

ＱＱ ＡＡ

廃
校
の
利
活
用
と
し
て
、「
か
す
み
が
う
ら
市

な
ら
で
は
の
道
の
駅
」
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う

給
食
費
の
無
償
な
ど
、
子
育
て
支
援
に
シ

フ
ト
し
た
予
算
の
配
分
に
つ
い
て
伺
う

道
の
駅
の
可
能
性
も
含
め
、
よ
り
よ
い
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

保
護
者
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

「
義
務
教
育
は
無
償
」に
関
わ
っ
て
保
護
者
負
担
の
解
消
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２３
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向
原
工
業
団
地
周
辺
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
　

ス
マ
ホ
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２ 矢口　龍人 議員

　
政
治
倫
理
条
例
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
、
か
す
み
が
う
ら
市

は
、
近
隣
市
町
村
で
は
制
定
さ
れ
て
い
る
政
治
倫
理
条
例
が
２
０
０
５
年
の

合
併
以
来
、 
実
に
17
年
間
制
定
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
治
倫
理
条
例

制
定
の
重
要
な
事
項
―
合
併
後
の
市
長
逮
捕
等
の
事
件
、
市
長
一
親
等
脱
税

有
罪
判
決
事
件
の
事
実
確
認
と
市
長
の
見
解
、
政
治
倫
理
基
準
の
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
項
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長
　
平
成
18
年
に
指
名
競
争
入
札
を
め
ぐ
る
汚
職
事
件
、
平
成
24
年

に
は
税
法
違
反
の
事
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
市
民
の
信
任
を
受
け
た
市
長
と

し
て
市
長
等
の
政
治
倫
理
条
例
案
を
今
議
会
に
上
程
し
ま
し
た
。

　
市
長
公
室
長
　
特
に
牛
久
市
は
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
全
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
対
象
と
し
て
お
り
現
代
の
社
会
的
方
向
性
に
沿
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
市
の
畜
産
業
に
つ
い
て
の
実
態
と
、
飼
料
、
電
気
料
、
燃
料
費
等
の
値

上
げ
に
対
し
て
把
握
し
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
産
業
経
済
部
長
　
霞
ヶ
浦
地
区
が
養
豚
農
家
１
戸
、
飼
養
数
約
３
３
０

頭
、
養
鶏
農
家
５
戸
、
約
15
万
４
８
０
０
羽
、
乳
用
牛
８
戸
、
約
３
０
０
頭
、

肉
用
牛
６
戸
、
約
１
８
４
０
頭
、
千
代
田
地
区
、
養
豚
農
家
５
戸
、
飼
養
数

約
６
５
５
０
頭
、
養
鶏
農
家
３
戸
、
約
19
万
６
５
０
０
羽
、
乳
用
牛
１
戸
、

約
10
頭
、 

肉
用
牛
２
戸
、
約
20
頭
で
す
。
今
後
も
飼
料
電
気
料
等
価
格
の
高

水
準
が
続
く
見
通
し
で
あ
り
、
政
府
に
お
け
る
本
格
化
す
る
配
合
飼
料
等
高

騰
対
策
の
動
向
を
見
据
え
、
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡＡ

設楽　健夫 議員

　
神
立
停
車
場
線
の
国
道
６
号
以
降
の
延
伸
、
向
原
工
業
団
地
周
辺
か
ら
土

浦
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
向
か
う
道
路
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長
　
同
じ
よ
う
な
構
想
と
し
ま
し
て
、
本
市
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
千
代
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
、
向

原
工
業
団
地
か
ら
土
浦
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
バ
イ
パ
ス
整

備
促
進
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
向
原
工
業
団
地
の
生
産
環
境
の
向

上
や
土
地
利
用
の
促
進
な
ど
、
千
代
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て

大
変
有
効
な
道
路
整
備
と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
神
立
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
上
で
、
工
業
団
地
等
へ

の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
な
ど
、
土
浦
市
と
の
連
携
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
私
も
神
立
駅
を
中
心
と
し
た
生
活
圏

は
、
土
浦
市
と
か
す
み
が
う
ら
市
の
境
界
を
挟
ん
で
お
り
ま
す
が
、
不
可
分

の
間
柄
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
あ
っ
た
道
路

に
限
ら
ず
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
、
様
々
な
面
で
両
市
が
連
携
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
き
く
将
来
が
開
け
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
土
浦
市
と
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
等
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
促
進
に
、
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
公
室
長
　
既
に
行
っ
て
き
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し
て
い
る

方
を
対
象
と
し
た
講
習
の
ほ
か
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
も
、
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
高
齢
者
等
の
不
安
を
解
消
し
、
そ
の
上
で
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
換
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
体
験
会

の
よ
う
な
機
会
を
携
帯
電
話
の
事
業
者
等
と
連
携
し
て
開
催
し
た
り
、
近
隣

で
開
催
し
て
い
る
講
習
会
等
を
お
知
ら
せ
す
る
な

ど
、
高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
参
加
を
後

押
し
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

政
治
倫
理
条
例
に
係
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う

工
業
団
地
の
環
境
整
備
、
さ
ら
に
は
ア
ク
セ
ス

性
向
上
の
た
め
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
伺
う

市
民
の
信
任
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
そ
の
負
託

に
応
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
、
大
変
有
効

な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

政
治
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
　

養
鶏
畜
産
業
の
イ
ン
フ
ル
被
害
、
飼
料
電
気
料
燃
料
値
上
げ
の

実
態
と
対
策
に
つ
い
て
　

第
一
次
市
文
化
保
存
活
用
地
域
計
画
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２３
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「
集
落
か
ら
抜
け
た
い
、
か
ら
、
入
り
た
い
」
に
変
え
て
い
く

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
つ
い
て

下
大
津
地
区
集
会
施
設
整
備
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、60分に短縮して行いました。

来栖　丈治 議員

　
市
民
の
方
々
に
と
っ
て
、（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
の
時
期
は
一
番
興
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
市
長
公
室
長
　
本
事
業
は
平
成
30
年
度
か
ら
約
５
年
間
で
新
規
事
業
化

と
な
り
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
の
完
成
や
供
用
開
始
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
例
等
の
一
般

論
と
な
り
ま
す
が
、
事
業
の
認
可
か
ら
、
お
お
む
ね
７
年
か
ら
10
年
程
度
か

か
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
本
事
業
の
場
合
は
令
和
10

年
度
か
ら
13
年
度
あ
た
り
が
見
込
ま
れ
る
時
期
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
早
期
完
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
は
様
々
な
観
点
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

と
な
り
、
管
轄
す
る
部
署
も
複
数
に
わ
た
る
た
め
、
調
整
に
苦
戦
す
る
の
が

実
情
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
貧
困
家
庭
な
ど
の
問
題
に
比
べ
、
外
部
か
ら
発

見
し
に
く
い
と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
答
弁
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
私
も

介
護
、
福
祉
、
医
療
、
保
健
、
教
育
と
い
っ
た
様
々
な
機
関
が
連
携
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
お
け
る
支
援
策
を
想
定
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
議
員
の
ご
発
言
の
よ
う
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
発

見
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
発
見
し
た
部
署
や

機
関
の
み
で
は
、
適
正
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
現
状
で
は
難
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
関
係
機
関
の
連
携
が
必
要
と

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
連
携
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
組
織
に
お
け
る
関

連
部
署
で
構
成
す
る
協
議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
定
期
的
及

び
臨
時
的
に
協
議
を
持
ち
な
が
ら
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

と
い
っ
た
連
携
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
国
・
県
の
動
向
を
調
査

研
究
を
し
な
が
ら
、
連
携
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行 議員

　「
行
政
区
を
抜
け
て
、
ご
み
だ
け
捨
て
た
い
」
に
対
し
て
、「
３
０
０
０

円
だ
、５
０
０
０
円
だ
、６
０
０
０
円
」
と
か
と
い
う
話
を
よ
く
伺
い
ま
す
が
、

同
じ
区
費
で
、
抜
け
な
い
で
、
掃
除
当
番
を
免
除
し
、
当
番
役
を
他
の
人
が

負
担
し
、
ご
み
出
し
が
で
き
な
く
な
れ
ば
近
隣
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、
地

域
の
助
け
合
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

　
市
民
部
長
　
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
市
の
第
２
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
新
た
な
視
点
で
の
施
策
、
そ
の
内
容
は
、
行
政
区

の
持
つ
課
題
の
主
因
と
言
え
る
人
口
減
少
が
当
面
続
く
見
通
し
を
踏
ま
え

て
、「
移
住
・
定
住
施
策
の
強
化
」「
外
国
人
市
民
と
の
共
生
」「
人
材
を
育

て
生
か
す
」
と
い
う
も
の
で
す
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
地
域
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
異
な
る

世
代
に
よ
る
地
域
活
動
の
支
援
、
移
住
者
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す

る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
具
体
的
対
策
を
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
下
大
津
地
区
集
会
施
設
整
備
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
教
育
部
長
　
市
役
所
内
の
協
議
で
、
令
和
５
年
度
に
予
定
し
て
い
る
組

織
改
変
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
業
務
を
担
当
す
る
部
署
を
市
長
部
局

に
設
け
ま
す
。
全
体
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
や
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
般
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
下
大
津
地
区
集
会
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
整
備
方

向
や
内
容
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
改
め
て
集
会
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

下
大
津
地
区
集
会
施
設
は
旧
下
大
津
小
学
校
敷
地
、
旧
下
大
津
地
区
公
民

館
敷
地
、
下
大
津
の
桜
が
ご
ざ
い
ま
す
桜
の
広
場
の
３
か
所
を
総
合
的
に
判

断
し
た
上
で
、
建
築
工
法
を
含
め
、
よ
り
有
効
に

活
用
さ
れ
る
集
会
施
設
と
な
る
よ
う
関
係
す
る
部

署
で
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

（
仮
称
）千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
供
用
開
始
の
時
期
に
つ
い
て
伺
う

「
集
落
を
抜
け
た
い
か
ら
、
入
り
た
い
」
に
変
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
つ
い
て
伺
う

令
和
10
年
度
か
ら
13
年
度
が
見
込
ま
れ
る

時
期
か
と
考
え
ら
れ
ま
す

現
状
認
識
を
踏
ま
え
、
具
体
的
対
策
を
継

続
的
に
推
進
す
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策
に
つ
い
て

質
　
問
　
通
　
告
　
事
　
項

１２



令
和
５
年
度
、第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
や
問
題
に
つ

い
て
、
各
議
員
が
活
発
に
議
論
を
交
わ
し
、
慎
重
な

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
今
回
の
定
例
会
で

は
、
子
育
て
支
援
、
交
通
弱
者
対
策
、
空
き
家
対
策
、

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
等
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

市
民
の
皆
様
の
切
実
な
声
が
反
映
さ
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

市
議
会
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
各
種
制
度

や
施
策
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
副
委
員
長
　
塚
本
　
直
樹

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
は
、６
月
６
日（
火
）か
ら
６
月
20
日（
火
）

ま
で
の
15
日
間
で
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（2月8日～4月27日まで）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

令和５年度第１回定例
会の議場での傍聴者
数は、延べ49名、また、
インターネットLIVE中
継へのアクセス数は
2,248回でした。

●
２
月
●

　
14
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
20
日
　
総
務
委
員
会

　
21
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
22
日
　
産
業
建
設
委
員
会

　
24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会

●
３
月
●

　
３
日
～
24
日

　
　
　
　
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

　
３
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
か
す
み
が
う
ら
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
８
日
　
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
総
務
委
員
会

　
　
　
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
産
業
建
設
委
員
会

　
９
日
～
15
日

　
　
　
　
議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
17
日
　
か
す
み
が
う
ら
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
20
日
　
か
す
み
が
う
ら
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

　
24
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
負
担
金
に
係
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

●
４
月
●

　
13
日
　
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

　
　
　
　
霞
台
厚
生
施
設
組
合
負
担
金
に
係
る

　
　
　
　 

　
調
査
特
別
委
員
会

　
20
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
21
日
　
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
25
日
　
文
教
厚
生
委
員
会

　
27
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

豆辞典 特別委員会　 特別委員会　 とはとは？？
　特
別
委
員
会
と
は
、
総
務
委
員
会
・
文
教
厚
生
委

員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
と
い
っ
た
常
任
委
員
会
や

議
会
運
営
委
員
会
と
は
別
に
、
特
定
の
事
件
を
審
査

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
の
こ
と
で
す
。

　主
に
、
２
つ
以
上
の
常
任
委
員
会
に
通
ず
る
案
件

や
、
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
も
の
で
特
に
重
要
な

案
件
、
特
別
の
構
成
員
に
よ
り
集
中
し
て
審
査
す
る

必
要
が
あ
る
案
件
な
ど
、
本
会
議
で
全
体
的
に
審
議

を
進
め
る
よ
り
も
能
率
的
・
効
果
的
に
審
議
す
べ
き

と
判
断
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
都
度
議
員
ま
た
は
議
長

が
発
議
し
、
議
決
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

　し
た
が
っ
て
、
本
会
議
と
違
い
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
の
議
決
が
あ
れ
ば
、
次
の
定
例
会
ま
で
審
査
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
次
の
定
例
会

ま
で
に
、
事
件
が
他
の
委
員
会
に
付
託
替
え
さ
れ
た

と
き
や
、
事
件
の
審
査
が
終
了
し
た
と
き
は
消
滅
し

ま
す
。
　
　
　
　
　（参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）


